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憲
法
上
に
於
け
る
權
能
ビ
、實
際

' 政
治
の
上
に
於

b

る
地
位

ざ

‘ゆ
間
れ
は
，今

n
.非
®

の 

極
庭
が

.在
る
の
で
ぁ
る
。此
相
異
を

*
照
‘し
說
述
す
る
の
が
本
文
の

C
f

的
で
キ
る
。
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が
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、
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狀
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す
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が
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を
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の
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し
て
法
律
の
範
圓
內
に
拘
束

b

得
る
事
を
學
び
得
れ

の

セ

あ
る

」

。(
A
n
s
o
r
/
S

 

L
a

w

. a
n
d

 

C
u
s
t
o
m

 

o
f

 

t
h
e

 

.
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n

 

ii 
p
p
,

 

3
1
1
3
2
)
，

國
.王
が
其

.大

*

を
濫
用
し
て
人

.
E
の
0

ぬ
を
翁
か
す
や
う

.な
事

0
な
い
や

'
.う
' に
防
'锻
す
る 

が
、其
武
力
を
制

.限
し
た

m

も
な
る
理

®

で
あ
つ
た
事
は
明
白

.で
あ
る
。其
他
英
國
の
島
國
た 

地
理

‘的
狀
態
が
海
域
を
主
ビ

L

陛
取
を
從
れ
ら
し
め
た
事
も
、英

'國
會
が

.國
王
の
常
備

m

じ
 

々
の

.制
限
を
，加

へ

た

1

理
由
：た
る

.
こ
、
-

yj:

無
論
で

.わ
る

0
V
I

§

.

チ
ュ
ー
ド

V

ス
タ
ュ
ァ
ー
ト
兩
朝
の
時
代
；：

^
、國
王
：は
叠
く
國
會
の
'決
議
し
れ
法
律
を 

停
ル
す
る

*

利
て
成
特
別
の
人
々
の
爲
に
之
を
無
效
ビ
す

'る
所
謂
赦
免
摘
あ

.

ビ̂
主
：張
し
て

' 

旗
々
法
律
上
の
粉
擾

£

s

た
。

.一

六

八

六

年ざ

I

六

八

.
七

年

の.奮
敎
徒
赦
免
宣
言

Deciara, 

tion 

o
f In

d
u
l
g
e
n
c
e

に
依
力
：て

 >

 

>
1

ム
.

r
i
#

が
：久

レ

く

？̂

遇
の
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涯
に
隅
？

V

て
居
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J 

-
 

.

.

.

. 

. . 

•

’
 

-

_ 

- 

- 

- ----- 
-
-

-
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-
-
.
J
F
E
S
P
g
E 

a
s 

^
-
B
g
l
E
W
-
S
H
H

敎
徒
に
.：

i
i

々
お
：傅

の
.：地

位

を

與
.
.ベ
.
で

審

査

雄

以

：ず

の

律
.脅

を

停

：止
，
.し

お

暴

辦

は
、
f

 
く

新

錄 

.
を

戰

懷

せ

し

め

て
"
ゼ

他
.正
.栽

制

事

仲
.ご

な

遂

，に

取

命
.

0
V

I

大
："動
：機

：ど

な
‘ウ
.
.れ

こ

ど

は

、

史
上
著
名
な
る
事
件
で
あ
る

0 

' 

> :

.

失
れ

-か
ら
國
王
の
赦
兔
權

Dispensing p
o
w
e
r

に
關
.す
'る
事
#
.ゆ
.f

八

-八
六
'
‘年
に
起
ゥ

2
0̂
 

!

エ
ド
ッ

I

ド
•
へ
,
1
ル
ス
S

ぞ
ふ
人
の
僕
.は
主
人
が
羅
敎
徒
で

#

：る
に
.も

拘

は

ら

5

*
 

555：

に
逮
反
，じ
て
陸
.
® 
士

官

に

任
命

せ

ら

れ
だ
i

の
故
を
以
そ
、

M
:

百

碑

の

謝

金

に

對

す

る

訳

® 

を

提
起
し
た
。基
れ
は
ジ
ェ

I

ム

ス
二
世

V
J

へ
I

ル
ス

i

の
間
に

.一
於
け
る

®

合
の
訳
®
で
あ
つ 

た
の
で
，

0

る
。
へ
ー

ル

^
は
法
廷
で
自
分
が
羅
得
敎
競
ポ
お
る

-事
‘を
杳
認
は
し
な
，

か

ら

た

け

れ 

ダ
し
、國
王
か
ら
赦
'免
の
特
許
狀
を
持
つ
て
居
る
ビ
云
つ

て

辯
解
し
た
。所
が
裁

.刺
-

官
ぱ
何
れ
も
ジ

H 

!

ム
ス
の
腹
心
で
あ
つ
た
の
で
、十

j

一
 

人

9
中
十

】

人
ま
で
は
國
王
の
救
兔
機
を
有
效
で
あ
る 

i

主

張

じ

仍

で

、結

局

.へ
I

ル
.ス
の
勝
餅
に
.歸

ね

の

で

か

る

。

(

尙
ほ

T
h
o
m
a
s

 

V
. sorrel. 

Case 

參

'照)

、.，-

-

ノ

，
•

.

:

-バ

ぐ

.
-
,、ン

‘ 

.ぃ

然 
'る
に
此
の
如
き
ジ

："

I

ム
シ

.

の
大
權
濫

‘用
に
情
慨
し
て
愉
敦
の
倩
正
以
卞
所
謂
七 

僧
平
が

1,.

政
お

'て
國
王
だ

.8
止

し

ね

。
所

，！$i:

ジ

ム

n

は
.却
つ
て
お
僧
取

^
^
^

f
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論

：
説

' 

英
國
王
の
大
灌
と
货
隨
政
精
上
の
地
位 

二
九



：4

，け
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S'
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i
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111

ホi

然
十
卷
，(
九i

H
O

 

 ̂

E

篇

h4

の
大
f

s
政
祐
上
の
地
位 

然

七

號

H
o 

にn=.

ふ
て
、栽
制
所
に

H
?

渡
し
た
け
れ

<

結
局
彼
等
は
免
訴
ご
な
マ
た
。國
王
が
法

#

の
赦
免

S

 

や
俘
止
權
を
行
ふ
れ
に
就
て
は
，多
少
法
理
上
の

.根
娘
が
な
い
で
も
な
か
つ
れ
事
は
、之
を
想
見 

す
る
こ

ビ

が
.‘出
來
る
が
、然
し
結
局

«

利
ヵ
狀
：は
っ
國
主
が
法
律
若
く
は
法
律
の
施
'行
を
停
止
し

义

ょ

法

律

若

く

：は
法
律
：の
施
行
を
赦
免
：せ
し
.は
不
法
：な

i

ざ
.寡
言
し
，て

是

等

の

間

廣

は

A 

y

-

-

' 

- 

'■

を

吿

げ

た

み

：
で

：
も
'と
。

'
' 

-
 .
.
 

.

.

,

,

.

(

五)
：

チ
ュ

1

ド

V

朝
の
諸

.王
は

.右

.来
國
壬
が
動

♦
o
r
d
i
i
e
s
を
.：

發

布

じ

て

法

律

の

拘

束

を

な
J 

X
こ
特
權
を

."3̂̂

 

®
せ

し

め
.
て
、proclamations 

V
J

云
ふ
異
ク
れ
名
歡
の
，

に
■

ヶ̂

を

使

し

す
# 

g
\
d

發
布

の
特
權
を
行
ふ
事
は
チ
ュ

I

ド
デ
朝
の
卸
き
；獨
栽
政
.治
一
を
'必
要
マ」

.し

ぢ
時/代

に
は 

'或
は

.不
得

0
3

手
段
で
ぁ
つ

.た
、
か
も
知
れ
な
い
が
、ス
グ
ュ

V
て
、
 

モ
ー
ム
ス
二
，
 

t

e

は
甚
だ
不

.
人
望
な
を
目
的

.
に
向
つ
チ
#

特

權

：
を

：濫

用

じ

-

S
。

仍
，で

國
至
.
せ
國
會
ミ
の
間
に
紛 

0 %

起
つ
て
、

之
を
.裁
..制
官
の
‘，決

定

に

附

能

し

た

所

，が
，载

ギ

官

等l
i

宣
告
し
て
日
く
-國
エ
は
菊 

た

サ

等
の

•
g
k

過
'を
も
酵
寧
す
る
を
得
す
、何
ビ
な
れ
ぱ
若
し
然
る
を
得
る
こ
と

 

>
せ
も
は
國
王 

-

は

軸
#

に
依
つ
て
或
ん
、霉

ネ

仏

な

事

に

ま

し

て

英

國

の

法

律

を

ま

更

女

る

も

：得
べ
け
れ
.，は
な 

h

.

.

.

.

:

♦

,
:
,

又
’
英m

'

0
.

法
.银：：

は

普

，通

法

爾

習

缓
律
，分
、

慣

習

の

ニ1

3
ぐ

分

-
る
.
一、
も
®

の
励
令
は

&
等
の
何
れ
に
も
展
せ

.す
*
'
.
.
,
,

國
王
は
英

W
の

，
法

律

，
に

依

ジ

、
，
て

與

、
へ
：

&

る

、

特
®
.
の

ル

ガ
 

等
の
將
播
を
も
有
せ
：中

」

と
。此
宣
吿
に
も
拘
ら
す
、國

m

は
其
後
も
依
然

®
令
を
發
布
し
、j

六
吗 

0
年

S
法
院
の
廢

4
:̂
.

せ
ら
れ
た
迄
、励
分
は
厲
行
せ
ら
れ
お
の
で
：あ
る

，。

'

其
他

(

六)

國
.王

が

上

に

.述

ベ

た

や

ぅ

に

，谋

大

權

を

濫

用

し

て

裁

。'制

官

の

载

制

に

干

涉

を

加

へ 

て
少
な
か
ら
す
人
民
の
播
利
を
侵
害
し
た

.

の
で
、I

七
Q

.
 
0

年
：の
踐
祐
令
は
裁
制
官
た
る
者
其 

職
務
に
過
朱
な
い
限

-

^

は
其
地
位
を
保
持
し
，唯
だ
兩
院
の

.

上
奏
に
依

.

つ
て
免
官

せ

ら
る

〜

事 

i

な
.つ
た
。款
後

1

八
七
五
年
の
律

♦

に
依
つ
て

.

い
-

ょ
"

"

-

^

'其
終
身
官
一
た

' 

る
地
位
が
保
障
せ
ら 

れ
た
。尙

(

七
>

w

赂
發
明
せ
ざ
る
者
に

.

對

し

て

画

王

が

；不1

経
な
-

る
：.專
賣

.
特
許
播
を
爽
へ
た
の
で
、少 

な

か
ら
ぬ
弊
害
を
惹
起
し
た
：の
で

'
あ
る
が
、是
れ
も
律
分
を
以
て
萬
じ
發
明
を
し
ね
.者

に

一

處 

の
年
吸

(
.一

九

0

七
年
の
舉
資

.招
許
及
意

E

法

H
h
e

 

P
a
t
e
n
t
s

 

a
n
d

 

D
e
s
i
g
n
s

 

A
c

t

に
在
つ
て
十

B

ハ广 

間
'

规

せ

ら

れ

S

を
.
限

a

て
，.
特
'

許
.
^
,與
，る
，事

’

ざ
せ
ら
れ
た
。
，
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■ 

'

五

"

，
-
. 

.

-

.
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.

:

以
上
敷

®

に
'

耳

C
V

て
説
：明
し
れ
る

.

所
に
依

P

て
、過

去

に

，於

け

る

s
:

w

の
.

大
®

の
.範

圓

が

如 

何

に

廣

ネ

で

あ

マ

だへ
か
とV

云
，ふ

I

般
.
が

赂

ぱ
^
^

娘
十
愈
-

(

九
！5

論
' 

就

爽
I

,

の
大
棚
と
露
i

上
の
地
位 

然

セ

跳

ニ

ニ

，
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I
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!

ji
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觉

十

能
-

(
九
ニ
，八

) 

'給

，

誰.

英
S

笑

®
と
S

霞

上

の

地

位- 

觉

セ

触

H
二
- 

て 

が

，i

を

.
^
,
:
へ
^

が
.

，$
r

數
百
年
の
久
し
き

.：にM

づ
て

0

0

し

れ

ホ

第
"で
..あ

る

-。
然

ら

.
ぱ

夢

國

の

る プ 名 憲
'法
‘學
者
は
國
王
の
大
權

.

.に對
し
て

‘，從
来
如
何
な
る

-見
解

.を
抱
い
て
居
ウ
.た
か
を
云
ふ
じ
、々 

な
る
英
法
：註
糖
書
を
著
は
し
て
、

4
-
=

僻
英
吉
利
法
’の
ォ

I
ツ
ジ
テ
ィ
ー
ビ
仰
が
れ
て
®
る
 

ラ
ッ

グ

>
ン
は
、最
も
印
傘

S

の
語
を
用

-ひ
-
て
、左一
の

.如
く
國
王
の
大
*
を
說
明
し
て
居

> 

.... 

'

「

吾
人

.は
‘次
ぎ

I

に
.其
資

.格

R
於
て
完
全

.で
併
か
無
窮
な
る
國
王
に
對
し
て
、數
多
の
播
威

.

.

.

.

ど
權
カ

メ
レ
を
授
與
す
る

^——

是
等
の
權
威

®
力
を
行
使
し
て

一

國
'の
一
政
が
は
成
立
つ 

國
王
の
大

f
f
iの
其
方
面
を

.考
量
し
，や

ラ

ど，思
ふ
。英
國
憲
法
で
是
等
の
權
威
や

f
t力
が
巧 

み
に

j:

人
の
手
に
集
め
，

'て
あ

.る

.の
は
、其

統

ギ

强

圓

W

敏

速

i

を
期
す
る
爲
で
あ

*る。故 

に
英
國
王
は
營
だ
英
吉
利
，國
家
の
，主
も
な
る
提
官
で
あ
る
め
み
な
ら
す
、又
實
に
其
唯
一
，
 

の
，®
官
..で

.あ
る
。他
め
總
て
の
官
班
は

.國

.王

の

命

分

に

依

つ

，て
®

き
、國
主
に
服
從
す
る
こ 

i
、恰
も
羅
馬
の
國
家
め
大
革
命
に
依
ク
て
同
共
和
國
の
古
來
の
官

‘̂

の̂
ポ
ゆ
る
«
カ
が 

新
：
な
る

.皇
帝
め
手
ザ
藥
注
せ
ら
れ

'
^
;
^
の
：を

间

棒

；で
あ
る
"

し
經
れ
を
以
ヤ
大
英

.國

に

於

:

る
國

.王
の
職
權
わ
述
べ
た
も
の
ビ
す
る
な
ら
ぱ
、決
し
て

M
鶴
を
得
た
る
說
明
ビ
は
云
は
れ
な
い
滅
が
此
會
.を
爲
し
れ
ジ

a
ル
，ジ

S
世
め

.治
世
は
、ンノ 

-
1、ダ
ァ

I
朝
の
：前
ニ
代
め
間
に
於
け
る
主
權
の
失
'腫
を
憤
慨
し
て
王
は
所
謂
キ

.
ン
グ
.ス
ス
.レ 

ン
ダ

0
を
組

'織
し
て
，速

り

に
之
が
：恢
復
に
籍
慮
し
た
け
れ

A
Z

貴
旺

f
t闕
の

.基
礎
，は
漸
次
黎
圓 

に
赴
い
て
國

M

の
親
政

.はJ

時
の
顯
象

‘，

に
過
ぎ

t
結
局
，王

權

が

最

後

の

を

蒙

ら

た

時

代
 

で
ぁ
る
。保
.守
黨
の
法
律
家

：

た
る
プ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
、が
か

 

> 
る
王
職
の
定
義
を
下
し
て
か
ら
年 

世
紀
以
上
を
經
れ
グ
ィ
ク
ト

I
リ
ア
女
主
の

.治
世
に
於
て
、プ

V

ク：

ア
ム

.卿
や
：ダ
ラ

r
ドスノトン
 

等
の
自
由
黨

.政
沿
家
も
國
王
め
職
貴
に
對
し
て

.定
，義
を
與
へ
‘て
居
る
け
れ
と
、未
だ
何
れ
も
肯 

欺
に

t

つ
て
居
る

.

5cr;

は

離

，は
れ
な
いn

v
A

ク
ア
ム
卿

'の
説
明
：，せ
‘‘ダ
'ラ
ジ
ド
ス
ト
ン
の
説
明
ど 

は
大
同
小
異
，で
ぁ
も
か
ら
、鼓

に

は

後

者

.が
一
八
：七

八

年

王

職

.に
對
し
て
說
：明
し
た
分
を
引
用

す

「

英
國
に
於
け
る

®
,王
：は

國

民

の

！
政
の
記
馳
で
、併
か
も
，#

會

桃

造

め

頂

點

.で

*

る
。國
王 

は

又

法

律

の

制

定

、者

係

.費

に

依

0

て
¥

、
國

敎

の

，
首

長

，で

、

年
！
！

の

源

モ

、
名

譽

の

唯

一:

の

，M 

で
：
あ

る

。
職

V
.

の

：海

：.陸

草

の

，.：勸

濟

ウ

.
て

盡

ま

る

へ

の

で

あ
 

る
。
國

主

は

..又

極

，め

V

.:ネ

な

‘.る

：坪

逢
：：

を

：所

有

し

、
法

維

.；ホ

.

國
'家
め
<全
牧
入
を
襄
館
ず
る
。大

律
十
盤
‘ン九ニ九

〕

，論
椒
英
國

i

大
f

霞

欧

祐

上

’の
地
位

 

然

七

戚
i
!
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論
説

‘

英
國
王
.の
大
f

i

i
上
の
地
位 

ま
號
：

H
r
a

の
モ
免
も
す
れ

.ぱ
、條
約
を
結

I

び
、罪
過
を

.赦
し
、之

.に
對
す
る
刑
罰
の

.輕
滅
も
す
る
。或
は
戰 

を

宣

し
#

は
和
を

I
择

す

ふ

、
。
我

游

國

有

#
ポ

i

L
或

はま
：：

を

解

：
散.す
る
。是
：等
力
.廣
大
な
る 

.播
カ
を
ぱ
、大
部
分
；何
等
明
記
さ
れ
れ

.

：

る
‘法
#

の
拘
束
を

.受
せ
す
し
て
行
使

.す
る

.の
で
，あ 

る
。然
も
尙
：國
王
は
是
寒
の
：
®
力
並
び
：に
有

f

他
の

i

®

.行
俾

じ
*̂
::

て
：生
す
る

I

 

に
働
し
て
絕
對
に
無
責
任
化
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。

」

.ダ
ィ
ク
ト

ー

リ
ァ
女
王
の
治
：世
に
於
け
る

.王職
：，

の
现
狀
を
：

,

明
义
ゲ
も
の
ミ
ず
れ
ば
、是
等 

の
言
は
決
し
て
，事
の
，眞
相
：を
得
も
の
ご
は
謂
は
れ
な
い
。王
位
：の
實
職
：の
占
有
者
が
英

e

々
 

敎
，の
最
上
の
支
配
者
で
あ
る

S

云
ふ
の
も
、正

0

の

源
で
名
譽
の
唯

I
.

の
衆
で
あ
る

ン
レ
云

i

の
 

も
，決
し
て
事
實
ヤ

な

い。又
國

M

が
官
吏
の
任
；

.免
：を

#
:
‘ひ

、
陸

海

軍

の

顧

賈

：：を

.

命じ、̂̂
司
を
す 

る
i

云
ふ
け
れ
ど
、實
際
は
：さ
う
で
な

S

れ
か
ら
國
王
は
條
：約
も
縮
せ
：ね
ば
、同
盟
も
結
ば
な 

い。
E

法
や
刑
法
の
施
，行
に
對
し
て
，も
、賞
際
上
，何
等
の
監
督

.を
加
へ

：

て
は
居
ら
な
い
。國
王
が
實 

際
す
政
部
の
長
官
で

.わ
る
ふ
の
は
、
決して事の

»

相
を
释
る
も

'の
で
は
な
い
。然
し
是
難 

の
«

力
は
即
ち
國
王
の
大
機
に

®

す
る
の
，で
あ
る
。然
ら
ば
'國
王
の
ネ
權
は
法
律
上
何
趣
の
觸 

圍
ヒ
真
つ
て
：居
る
.か

と

云

ネ1:̂
、

旣
に
前
段
に
述
：
.ベ
'お
如
く
、國

王

の

大

锻

は

チ

，ユ
I

ド
ル
；朝
ダ

び

ス

テ

ユ
1

ト

朝

の

時

、
國

會

.の

律

分

：

に
0 

.つ

.
^
灘
.ぐ
制
限
：を
蒙
力
だ
け
れ

.と
、キ
尙
廣
大
な 

る
條
地
に
百

r

つ
'て
居
る
、こ

i

は
、ヲ

I

ク

I
'パ
.ジ
デ
ッ
ト
の
言
が

.最
も
好
：
.ぐ
說
明
し
て
居
る
。彼
‘は 

女
王
グ
ィ
ク
ト

I

リ
ア
が
國
會
に
課
ら
な
い
で
、如
何
に
廣
大
な
る
活
動
の
條
地
を
存
し
て
居 

る
か
ご
云
ふ
こ
と
を
列
舉
し
て
、多
く
の
英
國
人
を
驚
倒
せ
し
め
た
の
、で

.あ
る
。(

本
誌
五
月
號
拙 

稿「

英
國
憲
法
の

.本
體

」

參
照

)

。か

\
る
廣
大
な
る

®
力
は
、取
ゎ
も
直
さ
す
、國
王
の

.大
'
W發
動
の
結 

果
で
あ
る
。
 

.

更
ら
に
國
主
の
大

W

を
法
律
的
に
說
明
す
れ
ぱ
何

3

で
あ
ら

.う
。ス 

一

K

ユ
ァ
ー

ト
朝
の
時
代 

に
方
つ
て
、國
王
は
勿
論
、ベ

1

デ
ン
等
の
如
き
國
王
の
*
威
の
擴
張
を
赞
成
し
た
法
律
家
や
政 

治
家
に
依
つ
て
下
の
や
う
な
政
治
主
義
が
唱
道
せ

‘ら
れ
れ
の
で
あ
る
。其
：等
の
所
說
に
據
れ
ぱ
、
 

國
王
は
大
權

prerogative

て
ふ
名
の
下
に
廣
大
な
る

W

.利
及
び

®

力
を

.；

s：

ウ
て
居
る
、其
れ
は
國 

會
に
依
つ
て
制
限
を
受
け
た
部
分
を
除
謂
.は
ぃ
國
家
の
主
權
の
錢
條
の
總
て

 

>

 

れ
る
、爾 

し
て
此
大
播
，即

ち

主
，權

Sovereign p
o
w
e
r

の
殘
條

.は
、他
の
英
國
の
普
通
の
法
：#
に
比
し
て
優
等 

,,の
も
⑦
で
あ
る
ポ
、か
う
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

®

の
如
政
お
主
義
は
、前
唆
に
述
.ベ
た
や
う
な 

稱
十
態
ま

1
1
)
.

論 

'就

英
國
王
の
大
撒
と
霞
政
沿
上
の
地
位 

觉

七

魏

i
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論

前

典

i

の
大
墙
と
廣
政
消
上
の
地
位 

部
七
锁
ニ
ニ
ハ 

國
王
は
き

.分
の
施
行
を
停
止
す
る

‘
こ
ご
が
出
來
る
威
は

1

®

の
'

£h 

K
に
#
!し̂
て

：
 ̂♦
に
服
從 

の
免
除
を
許
す
こ

V」
が
出
來
る
マ

」

云
ふ
此
政
洽
主
義
か
ら
自
然
韻
驛
せ
ら
る
、
結
論
と
セ
待 

つ
て
、確
か
に
大

•權
の
發
動
に
：

0

か
' る
高
き
國
壬
の
：權

.力
は
：遙
に
，國

會

の

法

，律

傲

定

f
t力
ら
脆 

域
}
し
て

®

るW
,

云
ネ
思
想
を
生
す
る
に
至
つ
た
の
で
わ
る
。ス
：ーグ
ュ
ァ
ー
ト
朝
の
詣
エ
が
國
王

. 

の

I

を
ぱ
、街

の
如
く
高
い
も
の
に
し
や
ぅ
マ

」

企
て
れ
結
果
、

®

會
ビ

®

々
銜
突

レ

て
、遂
に
は 

关
の
如
き
內
斑
や
革
命
を
講
ふ
れ
次
第
は
、明
に
述
ぺ
ね
通
ゎ
で
あ
，る。要
す
る
に
國
王
の
大

« 

ビ
云
ふ
の
は
、國
會
の
維
分

.に
依
ウ
て
檢
東
を
受
け
て
居
な
い
、國
王
の
手
許
に
殘
存
し
て
居
る 

拆
の
鍵
々
の

S

利
、特
W

、並
び
に
英
國
憲
法
學
者
の
所
謂
、附
屬
性

>

1

1
，を
總
灘
し
れ
も
の 

で

る

。爾
し
て
英
國
王
が
此
大

«

を
享
受
す
る
に
至
ゥ
た
来
を
！：ぬ
る
、え
結
局
左
記
の
二

一 

原
因
，に

歸

着

す

，る
の
で
あ
る
マ
.

'

第

1

、英
國
史
の
草
劍
時
代
か
ら
國
王
が
政
府
の
务
纖
に
豆
つ
て
布

..つ

.て
居
.れ
行
政
權
の
今 

も
尙
踐
存
し
て
居
る
の
が
あ
る
。即
ち

☆

昔
、國
王
が

人

段
を
率
化
て
外
敵
ご
®
ウ
ね
ビ

き
、又
は 

：

ホ
時
國
務
を
執
つ
た

.ふ
最
後
の
決
定
を
與
へ
た
卷
は
彼
で

.あ
，つ
ね
。此
權
力
は
或
，赋
國
會
の 

律
分
に
依
つ
で
削
減
を
受

.け
、或
は
多
く
の

.慣
例
的
制
限
や
實
際
的
制
限
を
蒙
ゥ
た
セ
れ

.
V

何

1 1 ^

.
 

, 

.
 

,
.
 

.
 

,
.
 

.

タ

ィ

シ

ィ

敎

授

の

所

謂

行

政

部

の

裁

斷

自

由

な

る

播

，威

disoretionary i
t
h
o
r
i
t
y

.
o
f 

the, 

executive.

ご
し
て
.存

-
狂

し

て

居

..，
る

部

分

：が

あ

.る
-の
で
あ
る
。：；，

;

,:

一J

第
ニ
、英

.國
が
斜
建
制
度
の
首

‘長
と
し
て
最
上
の
地
生
で
あ
つ
た
即
ち
有
ゆ
る
英
®
人
の 

?
!

建
君
主
ご
し
て
の
地
位
に

f
t政
す
る
大
權
の

.部
分

i

云
ふ
の
が
狂

.つ
た
。此
點
か
ら
觀
る
を

，
. 

國
王
の
英
吉
利
ご
云
ふ
國
土
に
，對
す
る
關
係
は
猶

'ほ
0

0

制
度
の

f
f
i.
圓
の
倾
主
が
货
自
の
莊 

圓
に

®
す
る

W
係
ど
同
機
で

ゎ

う
た
。隨
つ
て
、國
王
は
所
有
者

.の
な
い
財
産
が
封
建
.卷
主
に
傲 

歸
す
る

*

利

i

か
、發
掘
物
に
對
す
る

*

利
ビ
か
、

K

下
の
結
婚
に
于
涉
し
白
痴
«
織
を
膝 

#

す
る
桃
ス
か
を
凡
て
有
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。其
れ

P

あ
る
か
ら

 

>封

®

法

に

ウ

て
、m

下 

の

K

段
が
草
，
®

主
に
服
従
す
る
約
进
：に
遂
背
し
ね
場

<
a

に
，は、隨

.つ
て
飄
逆
罪

i

云
ふ
槪
念
が 

敬
生
し
て
水
れ
の
で
る
、

<
r

日
で
は
、國
王
の

j

身
に
對
す
る
叛
述
罪
は

r
i
王

が

代

表

し

て

居

.， 

る
國
纖
に
對
す
る
叛
逆
罪
殺
に
重
大
視
せ
ら
れ
て
居
な
い
：。爾
し
て
忠
順

allegiance 

i1.5
4

ふ
事

.
 

は
國
王
に
對
す
る
忠
義
の
保

®
ふJ 

•し
て
ょ
，iTV

も
、寧
ろ
恭
國
民
た
る
の
證
ビ
し
て
看
做
？ 

れ
て
居
る
。是

.等
の
思
想
は
何
れ
も
封
建
時
代
に
於
け

'る
：
&

民
，が
國
主

'に
對
す
る

■

係
か
ら
厥

. 

注
し
れ
も
の
で

.

る-

ゾ

饿

十

铅
X

H

S

祿

E

典
國
ェ
の
大
描
と
赞
除
政
沿
土
の
地
位
'

.

,

,

.
稱
七球

：：

三
七
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爽
國

Ĥ
-

の大權と

r
A礎政ゆ上の地位

 

ポ
七
號
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三
八

' 

.第

三

、
國

正

.が

.

法
理
に
據
ク
で

.附
與
せ
ら
れ
，た
權
..利
即
ち
附
屬
牲
ご

i
K

ふ
の
が

.

.あ
る
。是
等
の 

«

利
は
元
來
實
際
上
の
便
宜

-と
云
ふ
觀
念
に

®

因
し

て
居
る
け
，かど

V後
に

'はT

種
の
法
律
的 

规
則
に
變
化
し
て
來
て
、爲
に
豫
期
し
な
い
不
便
な
る
結
果
を
辦
ら
や
に

 

'至
つ
た
。永

續

性

^
0
1 

tuity

.
ゾ
レ
謂
ふ
の
が
即
ち
其

1
例
あ
る
。新し
い
國
壬
は

.最

.も

い

勘

^

て
、
ず
の
王
の 

後
を
襲
か
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、又
如
何
に

®

い
間
ざ
，
雖
、國
王
.の
！̂

和
即
ち
；王
'政
の
中
絕
す
る
.こ
ご
が 

ゥ
て
は
な
、ら
ぬ

、J0、®

ぅ
云
ふ
理
論
が
唱
道
せ
ら
れ
て
來
打
。世
襲
の

W

利
'が
' j 

>層
取

W

せ
ら 

る
、
や
ぅ
に
な
つ
て
か
ら
、懷
モ
；の
崩
御

i

新

王

，
の

資

格
の
完
備
オ
る
間
に
於
け
る
選
擧
の
乎 

續
が
盤
々
賞
要
の
度
を
满
じ
て
來
た
。即
ち
み
，ド

y

1
、ド

0

低
は
系
鬪
上
の
驚
格
が
證
明
せ
ら 

る
、
！
^
否
や
、直
に
其
治
世
が
始
ま

‘ウ
た
も
の

ノ
レ
せ
ら
れ
た
。斯
く
て
爾
後
永
績
性
は
國
王
に
附 

腦
し
れ
る

.

.性

.質
‘

W

看

做

さ

れ

，て
画
王
，は
決
し
て
厥
御
せ
や
、又

王

位

は

決

し

て

&

處
な
ら
す

i 

の
格
言
が
，發
生
し
れ
の
で
あ
る
。假
令
實
際
上
の
俾
宜
に

.基

H
し
た
ど
は
云
へ
..、此
法
理
は
ジ 

1

ム
ム
二
世
が
佛
國
に

6

命
し
れ
際
贿
菲
常
-に
不
便
で
お
る
こ
と
が
發
見
せ
ら
れ
た
ざ
云
ふ
の 

よ
、
£
な
は
決
し
，て
き
®
.な
ら
，中
ビ
唱
道
せ
ら
れ
た
に

‘も
拘
ら
す

i
時
.，の
紛
擾
を
防
が

0 
0

王 

な
の
空
傲
を
宣
言
レ
な

W

れ
ぱ
な
ら
ぬ
境
遇
に
立
至
つ
：

.た
か
ら
で

‘も
る

"

.次
に
制
斷
の
完
全

perfection, 

o
f 

j
u
d
g
e
i
n
e
n
t

ご
謂
；ふ
こ
-o

も
亦
國
，王
に
服
®,す
る
性
質
で
あ 

る。プ
ラ
ク

ク

ス
ト
シ
日
く

「

英
國
王
は
營
に
不

}
^
^
\
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
：の
み
な
ら
す
、又
下 

正
を
考
，る

こ

ビ

さ

へ

出

來

，な
い
。彼
は
.決

じ

て

不

當

な

事

を

爲

す

者

，と

®

味

す

る

こ
ご
が
出
来 

な
い
。國
王
：
は

®

ビ
か
瑪
ど
か
は
在
ら
れ
な
い

」

^
威
に
國
務
大
臣

tiie;Xing

ぶMinisters

が
、國
王 

の
行
得
に
對
し
て
貴
任
を
負
ふ
こ
ビ
、
せ
ら
れ
で
居
る
次
第
で

.
¥
る。(

A
n
s
o
n

ぶL
a
w

 and 

c
u
s


t
o
m

 

o
f 

the 

constitutiorf:.ii 

p
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「

國
王
は
不
正
を
ハ
：

t

す
能

.
•ぱ
^
t
.
2
云
ふ
格
言
は

"

栽̂

制

所

、に

於

て

解

释

せ

‘ら 

'る

、
所
に
據
れ 

ぱ
、第
一
、如
何
な
‘る
法
律
上
の

.先
例
，に
據

.

.つ
て
も
、其
行
：爲
に
對

'し

.て

.個

，，人

的

に

貴

任

を

ぱ

國

王
 

に
負
は
し
む
る
こ
と
.は

出

来
な
，.い
こ
y
レ
を

意

味

ず

る

の

で

一

る

。若

し

極

端

な
る
例
を
擧
ぐ
れ 

ぱ
、國
主
が
親
か
き
宰
相
を
射
殺
や
る
事
が
ぁ
て
も
、其
行
爲
に
對
し
て
英
國
め
如
何 

な
る
裁
制
所
セ
雖
、裁
制
を
ず
る

®

能
は

'有
た
の
，で

P

る。第
，t

r

此
法
律
.的
格
言
は
何
人
た
ゎ 

ビ
も
、國

エ

の
命
分
港
ぐ
は
上
官
の
：.命

令

な

ふV

し
稱
じ
て
、法
律
上
‘
a
由
な
.き
如
何
な
る
行
货
を 

も

辯

譲

す

る

こV
J

は
.出

来

な

.：：̂
を
云
ふ
事
；を
意
味
し
ヤ
宫
る
’の
で
：あ
る
。
.
，レ

I
:
:

■ 

±

'
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然
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髓

E

英
國
：土
の
大
棚
と
货
隙
政
精
上
の
地
位 
歡七
號ぼ

0

以
上
述
べ
れ

S
個
の
原
因
か
ら
發
生
し
た
所
の
國
王
の
大
權
は
、鄉
利
購
願
書

'や
、
f
f
i
利
芬
狀 

や
、跋
祐

4

や
ド

依
ウ
て
'痛
く
削
满
せ
'ら
れ
：.れ
'のP

、

ス 

一

V

ュ：'
/
、.ト

ト

朝

末

路

以
後
の
英
國
エ
は

最
早
國
會
の
協
赞
を
經
な
い
で
は
、租
桃
を
.赋
課

t
,
'
:
れ

&
、法
律
を
發
布
し
れ
ト
す
•
る
，機
利
を
有

- 

♦ 

'■ 

.
' 

. 

.

.

.
- 

.

f
tざ

S
は
.勿
.論
の
：事
、陸
' 海
軍
を
ぐ
藤
手
に
動
か
す
こ

ざ

は
出
來
な
い
や
ぅ
に

な
.
ジ
て
居
る
。其 

傅
國
王
は
昔

S

の
如

..く
國
會
の
決
譲
に
依
ら
ざ
な
颇
分
を
施

.行
せ
し
む
る
務
星
法
院
の
や
ぅ

.
 

な
特
殊
の
裁
刺
所
を
設
.立
す
る
事
も
出
來
ね
ぱ
、载
制
官
に
干
渉
を
加
る

r」W

も
出
来

な

い
。其

れ
か
ら
踐
肺

♦

は
國
王
の
大

S

を
據
し
た
特
救
狀

.す
離
、庶
民
院
の
弾
駭
に
對
す
る

0

0

に
な
：

• 

■ 

,

ら
な
いマ

J

规
定
し
れ
の
で
、國
王
，は
其
國
務
大

K
'の
' 不
法
行
爲
を
庇
識
す
る
.權
力
を
も
剝
翁
せ 

ら
れ
れ
の
で
あ
る
。

 

.

.

'此
の
如
く
大
滞
を
制
限
せ
ら
れ
れ
の
で
、國
王
：は

最
早
國
：會
の
好
.意

な

く

し

て

は
、一
國
の
政

.

. 

,
,
. 

.

.

.

.

務
を
行
ふ
こ

W

が
不
可
能
に
な
つ
た
。仍
で
結
局
庶
民
院
一
条
數
を
制
す

♦
政
黨
の
®
袖
の
中 

か
ら
務
大

K

を
選
，任
せ
ね

ぱ

な
ら
ぬ
惯
例
が
，發
生

.レ
た
の
で
わ
る
。即
ち
、國
王
は
內

開

ご

稱 

せ

ら

る

、
國

務

★ 

E
の
r
圓
傅
の
輔
弼
依

.つ
て
、政
府
の
释
省
を
通
し
て
.行
.政

す

る

こ

i

が
：、录 

n十
動
す
こ
.ビ
の
：此
V來
な
い
憲
法
上
，の
主
義
ご
な
つ
だ
.。爾
じ
て
此
，憲
法
上
の
：主
義
こ
そ
，國
王
の

大

*

の

，
行

使

，と

、
國

會

-に
'於
て
敦
明
せ
ら
れ

.ね
る

&
#
:と
れ

.調
和

.す

可

き

1
©
.賞
.際
'的
手
驟 

マ

J

し
て
承
認
：

^
ら
一
る
、
に
至
つ
れ
の
で
あ
る
。

之
を
要

.す
る

K
英
國
王
の
現
在
に
於
け
る
大
權
の
狀
態
は
、之
を
法

'律
上
か
ら
觀
れ
ぱ
、依
然 

頗
る
廣
大
な
る
も
の

.が
存
す
る
け
か

VI、

是
等
の
權
力

' を
實
行
す
る
上

' に
'一於

て
.
0

タ
の
制
限
を

. 

受
け
て
居
る
。制
限
を
受
け
モ
屈
る
と

.云
ふ
の
は
、國
王
の
名
に
，於
て
政
治
は
行
は
れ
て
居
る
け 

れ
ど
ぜ
際
に
於
て
は
、

1

S

の#

道
を
通
じ
て
大
機
を
行
使

V

4
事
に

.檢
束

•せ
ら
れ
て
居
る
ご

' 

の
謂
で
あ
る
。此

1

足
の
軌
道
さ
へ
通
じ
て
大
權
が
行
は
る
れ
ば
、即
ち
國
民
の
意
志
と

II:

等
の 

銜
爽
を
渡
起
す
忠

は

な

い
の
で

あ

る

。
 

.

\

\
 

■
-
;

■
■

-
■
■
■
■
■
;

バ
、
：

■/

英
國
王
の
現

f
f
iに於
け

.る
大
權
の
狀
態
を
述
ぶ
れ
ば
、凡
そ
卞
の
如
く
で
あ
ら
ぅ
。國
王
は
！
 

國
行
政
部
の
首
脳
で
、其

れ

め

官

a

を
通
じ
：て
法
律
を
，

施

す

：る
◊即
ち
譯
家
の
有
，ゆ
る
行 

政S

は
、國
會
の
律
分
に
依
つ
て
规
定
せ
ら
れ
た
る
マ

y

又
は
厳

.に

大

播

の.一

部
を
成
し
て
居
る 

も

の

た

る

-
^，̂を

問

は

や

、
悉.皆
國
‘王
の
名
.に
於
て
執
行
せ
ら
れ
、國

會

の

律

令

に

，依
.
.ジ
て
.特
に
或 

0

の

食

處に：：

直

接

權

，
力

，が

.：與
ベ
，.ら
れ
て
辱
る
捧
合
の
外
、1.

切
：國

，王
，
の
，權

威

..に

依

ら

て

執

行

サ

.
银
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.策
す
海
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:

跳英國王の

.大機と

®
険
政
精
上
.の
地
位

 

然
セ
就
 

' 

-

四
ニ

•ら
る

〜
•法
律
：的
に
云
へ
ば
、行
政
權
の
或
も
の
は
、賞
に
識
政
府
に

 

'於

け

る

，國

王

K
i
n
g

 

in 

Council 

詳
言
す
れ
ぱ
其
海
密
院

i
共
賊
す

.
國̂
王
：化
附
與
せ
ら
れ

.で
居
る
。然
，を
に
®
密

院

は
何
等
獨 

立
の

*

威
を

-
1̂
'

つ
て
居
る
者
で
は
な
い
。併
も
實
際
上
の
目

.的
か
ら
し
て
、國

.王

の

任

命

に

か

、

;
る
主
要
の
大

K
等
が
其
稿
密
院
を
，組
織
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、是
等
の
植
.威
ビ
雖

、矢
.
張
ね 

國
王
に
存
す
る
と
云
づ
モ
觉
し
い
の
で
あ

.る。

次
に
國

‘王
は
國
常
內
の
或
役
員
及
び
純
粋
の
儀
武
官
に
過
ざ
な
い
少
數
の
太
官
？

 

M
a
r
.

 

I

ご
か

Grand F
a
l
c
o
n
e
r

の
加
き

)

を
.除
け
ぱ
.，全國
の
官
吏
は
國
王
に
於
て
直
接
若
く
は
問
接 

任
免
の

*

を
撮
つ
て
居
る
。所
が
國
王
の

 

'任
意
に
免

a

す
る
能
は

.ざ
る
除
外

.例
が
あ
る
。即
ち
前 

k

述
ベ
た
や
ぅ
に
、载
制
官
は
其
職
務
に
過
失
な
い
限
；

^
、其
地
位
を
保
證
せ
ら
れ
、夫
れ
か
ら
印 

度
參
事
院
講
宵

 

M
e
m
b
e
r
s

 

of the 

council 

of India 

並
び
に
會
針
檢
.査
院
長

 

Controller a
n
d

 Auditor

G
e
n
e
r
a
l

等
も
所
謂
終
，身
官
で
あ
る
。是
等
の
‘官

吏

i

雖
、國
愈
の
上
奏
に
依
つ
て
免
職
す
る
こ

U

 

.
が
出
来
る
の
で
あ
る

。

\

'
國

王

は

又

國

會

のi

ル
め
た
®

遂
に
遵
由
レ
て
、親
署
に
依
，つ
て
公
.金

の

支

出

を

許

可

し

、而
し 

て
之
を
使
用
す
み
。

*

れ
か
ら
國
會
の
律

☆ VJ 

®
觸
し
な

い
範
圓
に
於
て
、國
王
は
其

.

W

力
を
用

ゐ
て
、法
人
設
。立

Inoorpomtion

.の
特
許
を
與
る
こ

V

が
出
來
る
。所
が
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
前 

後
三
囘
の
選
擧
法
改
正

"
ご、都
市
の
自
洽
及
び
地
方
制
度
に
す
る
諸
律
♦
通
過
の
結
果
政
治 

上
の
權
カ
を
與
，る
特
許
は
ギ
で
は
國
會

'め
律
♦
の
結
果
以
外
に
は
赋
與
す
る
こ
ご
は
出
来
な 

い
や
ぅ
に
な
つ
た
。

‘
尙
、國

'王
は
國

.愈
を
召
集
し
、解
散
し
、停
會
す
る

*

力
を
有
つ
て

.居
る
。又
宣
戰
姚
和
を
布
吿
し
、
 

海
陸
軍
の
大
元
她
，

A
3

し
て
兵
腐
の
權
を

.撮
り
、爾
し
て
云
ふ
迄
も
な
く
諸
の
律
令
及
び

Ann
u
a
l

 

A
r
m
y

 A
c
t

の
通
週
に
遵
由
し
て
取
政
の
规
則
を
造
る
。外
國
ご
條
約
を
歸
結
し
、大
使
公
使
を
派 

造
し

>

 

外
國
と
の
交

®
.を
修
む
る

*

力
も
め
る
。但
し
國
會
の
協
贊
を
經
な
い
で
人
民
に
齋
纖 

を
課
し
、或
は
法
律
を
變
更
す
る

‘が
如

&
條
約
を
結
ぶ
事
は
出
来

.な
い
。而
し
て
國
會
の
同
意
を 

經
な

‘い
で
、何
殺
ま
で
人
民
の
秘
權
を

®

害
し
、又
は
觸
土
を
制

®

す
る
こ
ビ
が
出
来
る
か

.は
、今 

疑
問
に

»

し
て
居
る
。國
玉
は
又
犯
罪
人
を
特
赦
し
、貴
族
を
封
じ
、名
譽
稱
號
を
與
へ
、僧
會
を 

集
し
、僧
正

5;̂

命
の

*

力
を
も
濟
つ
て
居
る
。然
し
總
て
是
等
國
王
の
大
機
に

.風
す
る
*
利
を 

行
ふ
に
方
ゥ

.
て
、國
王
れ
る
者
は
大
權

Q

適

當

な

る

行

使

に

對

し

，て
國
愈
、に
，責
任
を
資
へ
る
內 

附
大

K

の
輔
弼
に
依
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ

.事
は
、既
に
論
述
し

た

る
如
く
で
，
あ
る
。：

饼

十

愈(

九
.H九)

諭

m
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大
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と
货
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政
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上
の
地
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九
四
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論

説

提

國

ル

4<

棚
と
資
隨
政
泊
上
の
地
位 

0
S 

四
！
！

4
K

れ
か
ら
近

代

至

つ

て
、掘
倉
は
地
方

政
府
，公
衆
.衛
些
、貧

K

救

#
、勞
働
者
の
：

宅
、敎
育
.得

isK®

燈
其
他
凡
®
の
事
業
に

i

し
，て
法
律
を

'作
：ら
、公
然
，

W

表
.明
こ
ぶ
せ
ざ
れ
、是
等
法
律
の
：實

,

,

 

'

 
.

 

.

施
に
，就

ャ

.の
盤
督
權
を
ぱ

.國

王

，に
委
託
し
て
居
る
。織
に
数
育
及
び
#

察e

網
し
て
國
庫
か
ら 

補
助
金
を
下
附
す
る
湯

#

に
於
て
爾
ラ
で
ぁ
を
。此

の

如

く

し

'て

ぱ

方

當

局

殊

に

町

村

等

の

小 

C
H

治
：圓
は
、過
去
に
.於

て

，
は

全

く

，知

ら

な

か

つ

，た

程

、
國

王

の

球

.營

の

下

に

..®/か
ハ
れ
た
の
で
ぁ

る

九

米
國
の
政
治
學
'大

家
パ

：

I

ジ
ュ

ス
«
、英
國
蜜
法
の
瑰
今
の
形
態
は
.：：

1
:
-

八m
n

チ
の
選
擧
法 

改
正
を
起
點

ざ
.，
し
て
出
來
た
も
の
で
あ

.る
ダ
論
じ
、隨つ
：て
國
王
の
職

'.權
に
■
す
る
获
國
在
來 

の
歷

.史
的
研
究
を
以
て
時
勢
後
れ
め

*

法
で
あ
る

V」

評
し
、尙
英
國
は
貴
任
，内

閣

的

共

和

：國
で 

あ
つ
て
、國
.王

は

營

だ

儀

或

的

の

愧

®

た

る

に

過

ぎ
な

い
V
J

斷

じ

て

居

るX
Burgess

ッFoHtical 

s
o
r 

cnce and 

constitutional 

L
a
w

 ip, 

9
r
)？

，一

種

奇

拔

め

觀

察

i

は
思
は
る

V
け
れ
ど
、多
數
の
英
國
人 

は
、此
の
如
き
評
論
を
承
認
す
る
こ
-̂
を
好
先
な

.い
で
あ
ら
ぅ
。英
.國

人

は

，國

王

が

今
！！！

既

に

政
 

沿

を

し

な

V

け

れ

A
Z

矢

，
張

ゎ

政

呼

の

n

ン

ト?
!

ル
に
與
ウ
て
居
る
事
を
充
分
承
知
し
て
居
る

0
-

し
て

も

爾
し
て
其
コ
ン
ト

"

ル
の
力
は
國
王
の
人
物
等
時
の
境
，遇
に
依
ウ
て
，强
弱
は
あ
る 

何
.れ
に
し
て
も
實
'體
的
で
あ
る
。

 

，

國
王
が
國
政
に
與
ウ
て
居
る
詳
細
な

.

.る
範
圓
を
說
明
す
る
事
は
困
難
で
，

.あ
る
◊然
し
グ
ラ
ジ 

ド
ス
.ト
ン
の

1

文
は
英
國
憲
法
の
古
典
的
學
激
の
所
输
の
大
要
を
盡
し
て
條
邀
が
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